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 開催中の『鎌田紀子ワールドへようこそ』展が、夏休み中の親子連れで賑わ

っています。これほど幅広い年齢層の来館客を迎える企画展は石神の丘美術館

でも異例のことです。 

 そもそも、展示内容そのものが「異例」かもしれません。鎌田紀子さんがつ

くる人形は、決してとっつきのいいものではありません。ときに「美術館がお

化け屋敷になった」という声も聞かれます。 

 私も最初はただ不気味だとしか思いませんでしたが、今はある意味で畏敬の

念をもって鑑賞しています（こうなるまでに３、４年ほどかかりましたけれど

も）。 

 日本では昔から幽霊や妖怪などの化け物が屏風絵、掛け軸、襖絵、浮世絵（版

画と肉筆）の題材にされてきました。鎌田さんの作品はその系譜につらなるも

のという見方もできます。ただ、大きく異なるのは、それらが民間伝承や物語

などに登場する化け物であるのに対して、鎌田さんの人形は独自のものだとい

う点です。 

 鎌田さんの人形は「怖い」だけではなく、どこか「かわいい」と感じさせる

ところがあります。しぐさ（ポーズ）や表情に純粋さと天真爛漫さが表れてい

るからだと思います。 

 かわいいと感じたら、あともう数歩で鎌田ワールドが持つもうひとつの魅力

に触れることができるでしょう。それは、「聖人」の側面です。 

 鎌田さんの作品には、そこはかとない哀しみが漂っています。私たち人間の

哀しみを背負っているようにも見えますし、私たち人間の愚かさを嘲笑うのと

同時に哀しんでいるようにも見えます。それこそ聖人の姿勢にほかなりませ

ん。 

 美術史をひもといてみると、洋の東西を問わず、画家（日本では絵師）たち

は聖人をあえて醜く描いてきました（人間を容姿で判断してはならないという

戒めの意味があるそうです）。鎌田さんの作品はその系譜にもつらなっている

と思います。 

 鎌田紀子ワールドは、昨夏、横須賀美術館でも好評を博しています。この機

会をどうぞお見逃しなく。 

８月９日（土） 

～９月１５日（月・祝） 

開館時間：９：００～１７：００ 

（入場は１６：３０まで） 

休 館 日：８/２５（月）、９/１（月）、８（月） 

観覧料金：一般３００円／大・高生２００円 

中学生以下無料 



   

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

《次回の企画展》 

高高橋橋克克彦彦  一一人人六六人人展展  
９月２７日（土）～１１月３日（月・祝） 

歴史小説家、ミステリー作家、SF 作家、怪奇小説家、写真家、そして浮世絵研究

家。高橋克彦さんの多彩な活動を展観します。どうぞお楽しみに。 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

季節のコース料理 
 

 

 

 

 

 

\3,750（税込） 

食前酒 or ソフトドリンク＊小海老・帆立貝・季節

野菜のタルタル仕立て～グリーンピースソース

添え～＊卵・黒にんにく・トマトのスープ＊本日の

魚のポアレ～春キャベツとアンチョビのブレゼソ

ース～＊やまと豚ロース肉のロースト～マスター

ドソース添え～＊季節のサラダ＊パン or ライス＊

ゴボウ風味のガトーショコラ・ヨーグルトとブル

ーベリーのムース・マンゴーアイスクリーム盛合

せ＊コーヒーor 紅茶各種 

※季節のコース料理は予約制です 

鎌 田 紀 子 ワ ー ル ド へ よ う こ そ  

１９７１年青森県生まれ、岩手県盛岡市在住の鎌

田紀子は岩手大学教育学部特設美術科および

専攻科で彫塑を学んだ後、手縫いの人形をつく

りはじめました。 

今展では、美術館内だけでなく、屋外展示場に

も鎌田紀子の世界が広がります。 

どうぞ《キモかわいい》、《コワかわいい》鎌田紀子

の世界へ足を踏み入れてみてください。 

それはきっと心揺さぶられる体験になることで

しょう。 

＊展覧会期：８月９日（土）～９月１５日（月・祝）  

９:００～１７:００（入場は１６:３０まで） 

＊休 館 日：８/２５（月）、９/１（月）、８（月） 

＊観覧料金：一般３００円／大・高生２００円 

中学生以下無料 

99//2277((土土))・・2288((日日))  

10:00～16:00 

道の駅イベント広場にて開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

都合により日程・内容が 

変更になる場合がございます 

詳しくは道の駅「石神の丘」へ 

お問い合わせください 

TEL 0195-61-1600 

ドドラライイフフララワワーー教教室室  
《シダローズとソーラローズのスワッグ》 

シダローズとソーラローズ、ほかにも、ハス、クロ

タネ草、ムギなどをつかった《スワッグ》と呼ば

れる壁掛けをつくってみませんか？ 

はじめての方も、どうぞお気軽にお申し込みく

ださい。 

日  時：９月２１日（日） １０:００～１２:００ 

場  所：石神の丘美術館 工房棟 

参 加 費：１,８００円（材料代） 

定  員：１５名（予約制／先着順） 

指  導：花ちゃ花ちゃ工房 

（町内ドライフラワーサークル） 

申込み：石神の丘美術館 TEL.０１９５-６２-１４５３ 

《関連イベント》 

のんちゃん人形を探せ！ 

スタンプラリー 

会期中、美術館屋外展示場では、鎌田紀子

デザインのオリジナルスタンプラリーを開催

しています。スタンプを集めるとなにか良いこ

とがあるかも・・・？ 

  


